
地球温暖化対策ビジネスモデルインキュベーター（起業支援）事業

（石油特会） ８４０百万円（２５０百万円）

地球環境局地球温暖化対策課

１．事業の概要

地球温暖化対策技術の効果的・効率的かつ大規模な普及に向けて、新た

な温暖化対策ビジネスモデルの市場導入を促進するため、温暖化対策ビジ

ネスモデルとして一定のフィージビリティが確認されている先見性・先進

性の高い事業について、本格的なビジネス展開を図るに当たって必要とな

る核となる技術に係る設備整備費及び地域における実証事業（パイロット

事業）の事業費に対して、その費用の一部を補助する。

（１）都市再生環境モデル事業

ビジネスモデルとして成立する可能性が高く、かつ、先進的・先駆的な

次の事業について、地域においてパイロット事業として実施する事業費を

補助する。

・廃木材からのエタノール製造事業（継続）

・家庭用省エネルギーサービス事業（新規）

※家庭における電力量・電気料金に関する情報を表示するほか、家電機器の電源制御、

エアコンの自動制御を行う家庭向け省エネサービス事業。

（２）設備整備モデル事業

ビジネスモデルとして成立する可能性が高く、かつ、先進的・先駆的な

次の事業について、核となる技術に係る設備整備費を補助する。

２．事業計画

○廃木材エタノール製造事業（H16～18年度。）

○家庭用省エネサービス事業（H17年度。17年度中に事業開始し、１年間程

度で評価。）

○補助対象者：民間

○負 担 割 合：国１／２、民間１／２

○補助基本額及び件数

・廃木材からのエタノール製造事業（継続） 74,000万円×１件

・家庭用省エネルギーサービス事業（新規） 10,000万円×１件

３．施策の効果

新たな温暖化対策ビジネスを立ち上げ、育成することにより、地球温暖

化対策技術の効果的・効率的かつ大規模な普及が図られる。



地球温暖化対策ビジネスモデルインキュベーター事業

代エネ・省エネ等技術を普及させる新たなビジネスモデルの育成

廃木材からのエタノール製造事業廃木材からのエタノール製造事業

家庭用省エネルギー家庭用省エネルギー
サービス事業サービス事業

ビジネスモデルの一例ビジネスモデルの一例

設備整備・地域実証事業（ﾊﾟｲﾛｯﾄ事業）設備整備・地域実証事業（ﾊﾟｲﾛｯﾄ事業）

ビジネスモデルとして成り立つ可
能性の高い先見性・先進性の高
い事業について、設備整備及び地
域実証事業の事業費を補助

補助

製造したエタノールはガソリン自動製造したエタノールはガソリン自動
車やボイラー燃料の一部として使用車やボイラー燃料の一部として使用

新築マンション等の集合住宅

地域エネルギー・セキュ
リティ監視センター

新築マンション等でホームセ
キュリティサービスに省エネ
サービスを付加して実施する
新ビジネスモデル


